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     歴史の野庭・里山を歩く    

                  本郷ふじやま公園古民家歴史部会 神田 惠仁 

実施日：令和 4年 10 月 12日(水)    

集 合：港南台駅改札口  

解 散：港南台駅 

行 程: 港南台駅➡港南車庫入口➡迎陽トンネル➡浄念寺➡堅牢地神塔➡港南あおぞら 

       ➡野庭三谷町公園➡日野南公園➡原の橋➡港南台西公園➡港南台駅 

迎陽トンネル 

 元は、ここを「上野庭口」と称したが、ここでの往来は

危険であり、また降雨時には使用不可能であったので、

明治４１年県道の拡張工事に合わせて、村民と野庭炭鉱

の亜炭業者が協力して自然石にトンネルを掘り、迎陽ト

ンネルと名付けた。 現在のように近代的な改修工事

が完成したのは、昭和５３年である。 

迎陽トンネルの武蔵側入り口付近の湧き水は有名で

あったが、近年水も少なくなりその跡だけが枯れ果て

た姿を草むらに残しているのも哀れである。日野方面へ

坂を降ると、「鎌倉街道」バス停藤が沢に近い角に、「の

ば口」と記された道標を見ることができる。 

【こうなん道ばたの風土記】より 

 

   浄念寺の咳止め玄入坊 

むかしなあ、上野庭の島田という所に、一人の旅の僧

が訪れたそうな。 その僧の名前はな、玄人坊というた

そうな。  玄人坊がこの村を歩いていると、病人が多

いことに気がついたんだと。昔の山深い里ではな、くら

しは貧しくてな、天候が悪くて農作物がとれないとな、

たちまち飢えに苦しんだんだとさ。 病気になっても、

お医者にかかれない貧乏な暮らしに、若者は近くの戸塚

あたりに働きに出て、村には年寄りと子どもばかりにな

ってしまったんだと。  「コン、コン」と、ひっきりなしに

咳をしながら苦しむ農民を見て、玄人坊は何にもできな

い自分の力の無さをなげき悲しんだと。 玄人坊は、人

間はどんなに苦しくても、明日への希望と元気な体が

あれば、生きぬくことができるんだと。だけどもな、この 

 

村には、その元になる希望と健康が失われているの

じゃよ。玄人坊自身も、僧として旅の終わりを予感したの

かも知れないな。そこで村人たちを呼び集めてな、自

分の決意を述べて、大きな穴を掘ってもらったとさ。 

そしてな、その中に、自ら生き埋めになろうと入って行っ

たんだと。 そして村人にな、次のように頼んだんだと。 

「私が穴の中に入ったら、土の中からお経を読む声のあ

る間は、この竹の筒を通して一日三回、水だけを流しこ

んでもらいたいと。 そして、その経を読む声が絶えた

時、私の願いは聞き届けられ、あなたたちの村から、咳

をする人たちの苦しみがなくなるだろう」と言い残して、

土の中に消えて行ったんだと。  村人は、最初は、見

ず知らずの旅の僧のことばを、信じなかったんじゃが、

命をかけてまでの不思議なふるまいと、玄人坊の言っ

たとおりの奇跡にびっくりしたんだと。 そしてな、玄人

坊にたいしてな、感謝と悲しみをこめて、塚を築いてな、

その上に榊の木と、石の祠を建てて、後の世まで玄人坊

の徳をたたえて、おまつりしたそうな。そして、今でも咳

に苦しむ人たちの、おまいりが続いているそうな。 

【港南区の民話集】から抜粋 

 




